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2014（平成 26）年 8 月 グリーフワークかがわニュースレター第 124 号

◆報告◆

１ 香川県共同募金会の先駆的・開拓的活動支援事業の助成を受けて，グリーフワーク相談室の相談コーナ

ーの環境整備，パソコンの設置などを行っています。（事務局）

２ 2014 年度グリーフカウンセラー養成講座の受講申し込みは，締め切り後も事務局にお問い合わせがあり

ます。グリーフワーク，グリーフケアについての関心の強さを受け止め，講師・担当者による打ち合わ

せを重ねております。養成講座は 9月 18 日開講です。http://www.griefwork.jp/main/kensyu.html

３ グリーフワークかがわ将来ビジョンをホームページにアップしました。

http://www.griefwork.jp/main/vision.html

◆2014 年 8月 10 日 第 67 回 理事会開催◆

《報告事項》

１ 香川県共同募金会・平成 27 年度事業広域福祉活動支援事業助成決定に関すること

「グリーフワーク啓発事業及び対面型支援事業」助成計画額「500,000 円」の助成計画について申請どお

りで決定通知書を受けたことの報告があった。

２ 2014 高松市市民フェスティバル実行委員会に関すること

第 1 回目の実行委員会（2014 年 7 月 26 日）の報告があり，開催期間は本年 11 月 18 日～11 月 30 日で

当法人は昨年同様パネル展出展とワークショップで公開セミナーを行なうことの報告があった。

３ 2014（平成 26）年度香川県地域自殺対策緊急強化基金事業費補助金概算払請求書に関すること

事務局より，補助金決定額1,913,000円のうち1,075,000円の概算払金額を申請する旨の報告があった。

４ 平成 26 年度香川県自殺対策連絡協議会出席に関すること

9 月 5 日午後 1 時 30 分～香川県庁において開催される会議に事務局長が出席する旨の報告があった。

《審議事項》

第 1 号議案 認定ＮＰＯ法人取得申請に関する事項

現在，池島副理事長が書類を作成中であり，事務局会議を行い，申請書案を事務局長から理事メールで配

信し理事同士間で共有することと，次回第 68 回理事会で意思決定を行うことで了承された。

第 2 号議案 2014 年度グリーフカウンセラー養成講座・基礎コースに関する事項

担当理事より準備状況の報告があり，8月 22 日に第 2回講師会を予定していることと，受講申し込み受理

状況と受講料払込状況の報告があり，締切などの対応について第 2 回講師会に委ねること了承された。

第 3 号議案 2014 年度公開セミナーに関する事項

登録団体同士のジョイント企画を基にテーマと構成などについて審議が行われ，香川県共同募金会平成 27

年度広域福祉活動支援事業の内容も含めて，今後の企画を相談担当者会議で検討することで了承された。

2014（平成 26）年 8 月 31 日 グリーフワークかがわ広報部

http://www.griefwork.jp/main/vision.html
http://www.griefwork.jp/main/kensyu.html
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第 4 号議案 高松市市民フェスティバルに関する事項

企画内容については 8月 20 日（水）締切で，「東日本大震災から学んだもの…」と題した内容で進める予

定。講師の候補は，現地ボランティアとして赴かれた方に植田理事から交渉することで了承された。

第 5 号議案 インターネット環境設定に関する謝金に関する事項

管理者との間で書面をもって契約することが望ましいという第 66回理事会からの継続審議として，業務委

託契約書の案が理事長より提示され，再度入念に契約書（案）を作成し，改めて提示することで了承された。

第 6 号議案 葬儀社からの照会（依頼）に関する事項

民間葬儀社の社長より照会（依頼）が寄せられた。内容は，社員のみならず会員（一般客）を対象とした

グリーフワークに関する講座（勉強会）を開催して欲しいこと，開催会場は葬儀社の会館を使用することの

提案などで，社長自らグリーフカウンセラー養成講座・基礎コースの受講申込みをされている。審議の結果，

養成講座終了後，面談し詳細を得ることで了承された。

第 7 号議案 ケア集団ハートビートとの情報交換に関する事項

来る 9 月 3日（水）の交流会に際しての準備物について審議し，提示された当日の内容（案）に沿って，

当法人の活動・成果・展望発表については，理事長が案を作成，メーリング上で確認することで了承された。

先方の発表に際し必要な機材等について，理事長から再度確認し準備することで了承された。

第 8 号議案 台風等による警報発令時の対応に関する事項

対応については，その都度理事長の判断に委ねることで了承された。基本として，ホスト意識を大切にす

ること，本日開催のグループミーティングにも暴風雨の中，参加があったことを重く受け止めることが確認

され，相談担当者等は，その都度情報交換を密にし，理事長に情報を挙げて判断を仰ぐことで了承された。

第 9 号議案 グリーフカウンセリング室の備品に関する事項

このたび，監事 藤川和代さんより譲り受けたパソコンデスクはＮＰＯ寄付，寄贈品として記録に残すこ

とで了承された。また新たに仕切り物品を購入することで了承された。

第 10 号議案 パソコン情報管理に関する事項

スケジュール管理等などの共有ファイルを取得することと，複数で情報を共有する場合のリスク管理を徹

底することで了承された。研修に先立ち，事務局がパソコン管理者から説明を受けることで了承された。

文責 杉山洋子

◆2014 年 8 月 17 日 第 24 回 相談担当者会開催◆

【報告事項】

1・6/7 月報告

グリーフカウンセリング，グループミーティング，ヘルプラインかがわ電話カウンセリング，自殺予防ホ

ットラインかがわ各事業について報告があった。

【審議事項】

議題 1 理事会より提案された事項について

① 公開セミナーの企画運営について

11 月 20 日～月末に開催される高松市民フェスティバルで公開セミナーを実施することとし，テーマにつ

いて検討が行われ，今回は「東日本大震災に関連した喪失」で決定した。香川県共同募金会の平成 27 年

度広域福祉活動支援事業助成金が「啓発事業とグループミーティング」の事業への助成（平成 27年度の

見込み助成予算として 50万円）が決定されたことに関して塩田理事より説明があった。
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② 2014 年度相談担当者研修について

研修のスタイル，スーパーバイザー，出席者の確保などの課題について議論した。とくに，研修の対象

者について再度確認する必要性があるため，解決策について今後審議して行くこととなった。

③ 台風等による警報発令時の対応に関する事項

グループミーティングなどの定例行事のほか、電話相談，個別相談に携わる相談担当者も連絡を密にと

り合い，各自が理事長に情報を提供して、理事長からの判断を仰ぐこととする

議題２ 理事会への提案

コーディネーターより，相談室のパソコン設置に伴うこととして，ヘルプライン電話カウンセリングのマ

ニュアルの改訂について提案があり理事会に諮ることとした。

***********************************************

ある朝，手紙を投函しようと思いつつ，地下道から階段を上がっていきました。ビルの下のポストに，ち

ょうど郵便集配人の方がバイクで近づくのが見えました。私が駆け寄っていくと，その方は私の一通の便り

を両手で受け取り，「確かにお預かりいたします」と頭を下げられました。

ほんの一コマの出来事なのですが，私にとって，清々しい思いのする一日のスタートになりました。この

清々しさはどこから来るのだろうと考えました。それは，自分のことを大切にしてもらえた感じにほかなら

ないと気づきました。

社会情勢の著しい変化，ソーシャルメディアの急激な拡がりのなかで，一人ひとりが大切にされている実

感を喪失している時代のように思えてなりません。だからこそ，グリーフワークかがわとして，一人ひとり

の喪失と悲嘆の過程を，ともに理解し支援していく活動をしっかりと地域に根ざしていきたいという思いを

強くしています。

グリーフワークかがわ理事長

グリーフカウンセラー 杉山洋子

***********************************************

編集後記

8 月って梅雨だった？と思うほど降りました。どう考えてもおかしい天候が続きました。

自然災害の恐ろしさを痛感させられた 8 月・・・香川県にも大雨警報が出ました。海の近く

は水、山の近くは土砂、となれば一体どこが安全なのか？と考えてしまいます。でも、自然

はすばらしい恵みをたくさん私たちに届けてくれるので、上手く付き合っていけるといいで

す。

編集担当 植村奈保美


